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桂 総合研究棟Ⅴ，福利・保健管理棟施設整備事業（PFI 事業 13-13） － 継続（後年度負担分）
吉田 総合研究棟改修（農学部総合館）施設整備等事業（PFI 事業 13-12） － 継続（後年度負担分）
吉田 総合研究棟施設整備事業（PFI 事業 14-14） － 継続（後年度負担分）
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平成 29 年度一般入試（前期日程）合格者数
学       部 募集人員 受入予定数（目安） 合格者数
総 合 人 間 学 部
前 期 117 121
.
文 系 63 65
理 系 54 56
文 . 学 . 部 前 期 210 212
教 育 学 部
前 期 54 55
文 系 44 44
理 系 10 11
法 . 学 . 部 前 期 300 311
経 済 学 部
前 期 211 221
文 系 183 193
理 系 28 28
理 . 学 . 部 前 期 306 311
医 . 学 . 部 前 期 180 192
医 学 科 前 期 105 111
人 間 健 康 科 学 科 前 期 75 81
薬 . 学 . 部 前 期 78 84
薬 科 学 科 前 期 48 53
薬 学 科 前 期 30 31
工 学 部　前 期 947 946
地 球 工 学 科 ※ 前 期 182 176
建 築 学 科 前 期 80 81
物 理 工 学 科 前 期 235 236
電 気 電 子 工 学 科 前 期 127 128
情 報 学 科 前 期 90 91
工 業 化 学 科 前 期 233 234
農 . 学 . 部 前 期 284 290

















1．部 局 名 医学研究科
2．名 称

























1．部 局 名 医学研究科
2．名 称
　（ 英 名 ）
免疫ゲノム医学講座
（.Department.of.Immunology.and.Genomic.Medicine.）
3．寄 附 者 小野薬品工業株式会社
4．寄附金額 総額.200,000,000 円

































おり，PD-1 のヒト型抗体もしくは PD-1 可溶化分子の投与によって免疫賦




1．部 局 名 医学研究科
2．名 称
　 （ 英 名 ）
先端糖尿病学講座
（Department.of.Advanced.Diabetology）
3．寄 附 者 武田薬品工業株式会社
4．寄附金額 総額.90,000,000 円















1．部 局 名 経営管理研究部
2．名 称




3．寄 附 者 サンフロンティア不動産株式会社
4．寄附金額 総額.30,000,000 円
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災害リスクマネジメント工学（JR西日本）講座（更新）
1．部 局 名 工学研究科
2．名 称
　 （ 英 名 ）
災害リスクマネジメント工学（JR西日本）講座
（Disaster.Risk.Management.Engineering.(WEST.JR).）
3．寄 附 者 西日本旅客鉄道株式会社
4．寄附金額 総額.90,000,000 円
5．設置期間
平成 28年 4月 1日　～　平成 31年 3月 31日

















1．部 局 名 農学研究科
2．名 称




3．寄 附 者 農林中央金庫
4．寄附金額 総額.15,000,000 円
5．設置期間
平成 28年 4月 1日　～　平成 29年 3月 31日
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道路アセットマネジメント政策（橋梁調査会）講座（更新・名称変更）
1．部 局 名 経営管理研究部
2．名 称




3．寄 附 者 一般財団法人橋梁調査会
4．寄附金額 総額.90,000,000 円







































































































































































































































































































































































































































山極壽一総長と Udom Kachintorn 学長（表敬訪問
での様子）














































次の URL でご覧いただけます。 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/public/issue/kouhou/
このたび，藤多哲朗.名誉教授が逝去されました。ここに謹ん
で哀悼の意を表します。以下に同氏の略歴，業績等を紹介します。
藤多　哲朗 名誉教授
藤多哲朗先生は，平成29年1月1日逝去されました。享年85歳。
先生は，昭和28年3月京都大学医学部薬学科を卒業，同30年
3月同大学院修士課程修了，同33年3月同博士課程の単位を修得され，昭和40年12月に京
都大学薬学博士の学位の授与を受けられました。この間に昭和34年10月，京都府立医科大学
助手に着任され，同38年4月には京都大学化学研究所助手，同42年8月に同助教授，さらに
同44年からの2年間のバージニア大学留学を経験された後，同48年3月徳島大学薬学部教授
を経て，同60年7月より京都大学薬学部教授に就任され，薬用植物化学講座を担当されました。
平成6年3月停年により退官され，同年より本学名誉教授の称号を授与されました。その後も摂
南大学薬学部教授，財団法人生産開発研究所学術顧問を歴任されました。
先生は長年にわたり天然物化学の教育と研究に携わられ，延命草の薬用成分のエンメインな
どの化学構造や生合成機構を解明されるとともに，キノコ等菌類に含まれる生物活性成分の単
離，構造決定と機能解明に関する研究に取り組まれ，国際的に高い評価を得られました。特
に，冬虫夏草に含まれる免疫抑制物質の研究では，強い免疫抑制活性を示すISP-1を見出さ
れ，その発見を端緒とした台糖(現三井製糖)，吉富製薬(現田辺三菱製薬)との共同研究の
結果，多発性硬化症の治療薬FTY720(商品名：ジレニア®，イムセラ®)を発明するに至りまし
た。FTY720は平成22年にロシア，米国で，同23年には日本でも承認され，多くの患者の方々
の治療に役立っています。こうした医薬品開発の成果に対して平成23年日本薬学会創薬科学賞，
井上春成賞などを受賞されました。
また先生は，平成2年から平成4年まで京都大学評議員を併任され，京都大学，徳島大学の
双方にわたって組織運営と後進の指導にも尽力なさったほか，第16代日本生薬学会会長を務め
られるなど，学会活動を通じてもご自身の研究分野に多大な貢献を示されました。
（大学院薬学研究科）
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